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1. 序 

本研究は，知的成果物データベースを 用い，研究開発過程の 実態をミクロ   レベルで解析するこ 

とを目的とした 構造化分析法に 関するものであ る．知的成果物データベースとしては ，研究開発の 

アウトプットを 構成する学術文献および 特許情報データペースを 用い，研究開発者の 氏名を手掛か 

りとして 両 データベースからの 情報を総合的に 分析し，研究開発者の 相互連関，研究開発組織の 形 

成や変遷，研究開発組織間ないし 機関間の相互関係等にかかわる 研究開発の動的過程を ，研究開発 

成果物形成動向の 構造化手法に よ り明確化しようとするものであ る，この構造化手法は ，公開デー 

タを客観化された 手続きに よ り処理し，研究開発者の 動的連関 国 として表現するものであ り，分析 

過程で混入する 恐 焦性の排除に 努めた点に特色があ る． 

研究開発の動的機構を 分析する視点から 興味深い対象領域としては ，①企業等における 研究開発 

の 展開過程，②国家プロジェクト 等においてみられる 機関を超えた 研究開発組織の 連携・発展過程， 

③科学社会学等で 対象とする社会全般における 研究開発の展開状況など ，多様な適用が 可能であ る， 

これらは，いずれも ，限定された 特定の技術分野に 関する分析を 想定したものであ るが，逆に，研 

究者や研究開発組織を 限定し，科学と 技術の相互連関や 技術分野間の 相互関係を分析することもで 

きる   

2. 方法論 

研究開発組織は ，本来， Pet ㎝ Ch ㏄ 蕪 md のいう " 人間活動システⅤとして 対象化されるべきで 

あ ろう．人間活動システムとは ，価値観や意思，感性を 備えた人間ないし 人間集団のことであ り， 

それ自体，普遍的な 内在原理をもたない 点に特色があ る．人間活動システムの 動的過程は，普遍的 

内在原理に依拠できないうつろいゆく 対象であ るため，二重の 意味で客観化困難な 対象であ る．こ 

のような対象に 対する研究方法論は ，経験的，記述的立場からのものが 多く，たとえば ，聴取調査 

のような事例的な 個別研究を重ねることとなる．このような 記述的モデルに 依拠した概念的アプロ 

ーチによる場合，獲得された 知識は，個別的で 操作性に乏しいのが 通例であ る， 

本研究において 新たに試みた 方法論は，研究開発成果という 研究開発にとって 最も重要な局面を 

捉え，公開データを 基に，研究開発者連関を 時系列的に構造化し ，操作性の高 い モデルの形成を 可 

能 とするものであ る．このような 操作型モデルに ょ 6 場合，理論的アプローチが 容易となるであ ろ 

つ + 

動的活動連関図を 作成する方法としては ，次のような 手続きに従った   
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2.1. データ・セットの 作成 

2.1.1. データベースの 選択 

まず，分析対象とする 技術の領域や 分析の目的に 応じて適切なデータベースを 選択する．データ 

ベースには，学術文献では ，各々の技術分野に 応じて，工学分野の com ぴ ndexpIus, 電気・電子分 

野の Inspec, 化学分野の CAS ㏄ だ h などの種々のデータベースがあ る．また，特許では ，日本公開 

特許，日本公告特許といった 種別，および ，米国特許，ヨーロッパ 特許といった 国 ・地域による 別 

があ る   

2.1.2. レコードの選択 

次に，設定したデータベースの 中から，レコードにⅠ 寸随 する種々の書誌事項あ るいは要約・ 本文 

などを利用して ，レコードを 選択する・書誌事項には ，特許では，出願人，発明者， IPC, 日本特 

許では H, および，データベース・プロデューサ 一によってイサ 与されるキーワードなどがあ る． ま 

た ，学術文献では ，所属機関，著者，キーワードなどがあ る．ここでも ，分析対象を 把握するため 

に，できる限り 遺漏のないよう 適切な事項を 用いるべきであ る・また，各分類の 利用にあ たっては， 

分類は変更が 加えられる場合があ るのでその一貫性に 留意する必要があ る   

2.1.3. 活動日の同定 

各特許あ るいは学術文献が 成果となる研究開発活動が 行われた時期を 同定する，そのために ，当 

該研究開発活動から 成果が生みたされた 直後の日付を 把握する．具体的には ，特許では出願日を 用 

い る・ただし，優先権 が付いている 援合 には，その日付を 用いる・学術文献では ，論文が最終的に 

受理された日付とする・ただし 学会で発表される 論文 (con ね Ien ㏄ pa ぴ のであ る場合には，その 学 

会の最初の日とする・ 

2.2. 動的活動連関図の 作成 

得られたデータ・セットから 以下の手続きに 従って動的活動連関図を 作成する   

2.2.1. " 研究開発グループ ・ " 研究開発 チ一パの 同定 

まず， " 研究開発グループ " と " 研究開発チーム " を同定する． " 研究開発グルー ヂ とは， あ 

る学術文献に 現われる著者にこでは ， " 研究者 " と呼ぷ ) 0 組み合わせとして ，あ るいは，あ る 

特許に現われる 発明者にこでは ， " 技術者 " と呼ぶ ) 0 組み合わせとして 構成される集団のこと 

と定義する・そして ， " 研究開発グルー ヂ が同一であ るとは，その 集団を構成する " 研究者 " お 

ょぴ " 技術者 " であ る人の組み合わせが 一致することであ る． したがって，あ る " 研究開発グルー 

ブに 対して，その 一部の " 研究者 " および " 技術者 " で構成される " 研究開発グルー ヂ の場合 

であ っても， これらは区別される． 

次に ， " 研究開発チーム " を同定する． " 研究開発 チ一パ とは， " 研究開発グルー ヂ で構成 

され，次の条件を 満たすものとして 定義する・ 1) " 研究開発チーノ 内に属するすべての " 研究開 

発 グルー ヂ は，その " 研究開発チーム " に含まれる他の 少なくとも 1 つめ " 研究開発グルーブ ， 

との間に共通して " 研究者 " および " 技術者 " であ る人を含み，かっ ， 2) その他の " 研究開発 チ一 

Ⅴに属する " 研究都および " 技術者 " であ る人を含まない   

2.2.2. 各 " 研究開発グルーブ 間の類似 度 

各 " 研究開発チーム " において， " 研究開発グルー ヂ を配列する際 ， " 研究者 " . " 技術者 " 

0 組み合わせがょり 類似している " 研究開発グルー ヂ が ，よ り近接して配列される よう にする   
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そのために， 各 " 研究開発グルー ヂ 間の類似 度 (s ㎞№ 血 y) を求める   ここで，研究開発グループ 

Gi と Q のあ い だの類似 度巧は ， 次式 で定義する， 

巧言外 [Gi ハ C 廿 }/#[Gi り C り ] 

すなわち，研究開発グループ Gi と Q のどちらかに 属する研究者   技術者の総和に 対する研究開発 

グループ Gi と q のどちらにも 屈する研究者・ 技術者の比であ る・これより ， 各 時を成分とする 類 

似 皮付タリ S Ⅰ (s めが 求 まる   明らかに，古は 対称行列であ る   

2.2.3. " 研究開発チーム "    " 研究開発グルー ヂ の配列 

" 研究開発チーム " については， 各 " 研究開発チーム " を構成する " 研究開発グルー ヂ の数が 

多の順に配列する・また ，同一数の研究開発グループで 構成される " 研究開発チーム " の場合には， 

それぞれの " 研究開発チーム " からの成果の 日付が早いものから 順に配列する．また ， " 研究開発 

チーム " を構成しない 単独の " 研究開発グルー ヂ についても，特許・ 学術文献といった 成果の種 

類 はよ り配列を区分したのち 同様にして配列する・ 

‥研究開発チーム " 内の " 研究開発グループ 間については ，類似 度 行列を基にしてクラスター 

分析を行う．そして ，得られた順序に 配列する．なお ，本研究では ，上述した配列の 指針 よ り ， 

singIe №㎏ 笘 eme 山 ㏄を用いる・ 

2.2,4. 時系列展開と 各成果間の接続 

各棚究 開発グルー ヂ について，活動の 成果が出された 日付にしたがって 時系列に展開させる   

あ る一定の月数を 1 期間とし，各期間内に 出された特許・ 学術文献の数をカウントする． 

次に，各研究者・ 技術者について ，キーパーソン㏄ ey が 丁 ㏄ n) とその従属者 (su ぬ rdinate) を同定 

する，キーパーソンは ， " 研究開発チーム " において，最も 多くの " 研究開発グルー ヂ ，を構成し 

ている研究者・ 技術者，または ，自身以上の 数の " 研究開発グルー ヂ を構成しているキーパーソ 

ンが 属している各々の " 研究開発グルー ヂと 比較して，その 半数以上の " 研究開発グルー ヂ に 

属していない 研究者・技術者と 定義する．また ，そのキーパーソンの 従属者は，あ る研究者・技術 

者が属する " 研究開発グルー ヂ のすべてが，あ るキーバーソンが 属する " 研究開発グループに 

含まれている 援合 ，その研究者・ 技術者と定義する。 

以下，従属者を 除く 2 つ 以上の " 研究開発グルー ヂ を構成する研究者・ 技術者について 検討す 

る．従属者の 活動は，すべてそのキーパーソンの 活動に含まれていると 仮定して，ここでは 検討の 

対象としない． 

研究者・技術者の っ ながりを表現するために ，検討の対象となる 各人について ，以下の手続きに 

したがって，時系列に 各期間ごとに 展開された " 研究開発グルー ヂ 内   " 研究開発グループ 間 

の成果のあ い だに線を結ぶ． 

まず，同一の " 研究開発グルー ヂ については，各期間のあ いなを実線で 結ぶ．異なる " 研究開 

発グルー ヂ については，時間的順序に 従って，各特許あ るいは学術文献が 出された各期間のめり 

たな 破線で結 ぷ ．ただし，時間的に 近接した接続可能な 複数の " 研究開発グルー ヂ が存在した場 

合，類似 度がよ り大きい " 研究開発グループ 間を接続する． 
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3. 事例分析 

これまでに著者らが 分析を行った ，あ るいは，行っている 対象技術分野を 図 1 に示す・ 

分析対象領域 技術分野 

1. 全集等における 研究開発の展開過程 WR, サスペンション・ CAD. 
プリンタ，洗剤・ソフトウェア 

2. 研究開発 租雙問 ・ 笘関 間の連携・発展過程 燃料 屯池 

3. 社会全般における 研究開発の展開状況 MBE. M ㏄ VD 

図 1  分析対象としている 技術分野 

以下，サスペンションの 事例について 示す． 
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図 2(a)  サスペンション 関連技術における 動的活動連関図一トヨタ 
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図 2(b)  サスペンション 関連技術における 動的活動連関図一日産 
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図 2(c)  サスペンション 関連技術における 動的活動連関図一 GM 
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図 2(d)  サスペンション 関連技術における 動的活動連関図一フォード 

図 2( め Ⅰ d) は，トヨタ，日産， GM, フォード各社のサスペンション 関連技術における 動的活動 

連関 図 であ る．これらを 比較すると， トヨタ と 日産は，過半数の 研究開発グループが 1 つめ 研究開 

発 チームを構成し 研究開発グループ 間が密につながっているが ，他方， GM とフォードは ，多数 

の研究開発チームに 分かれ，組織内の 研究開発グループ 間のつながりが 疎であ ることがわかる・ な 

お ，これら動的活動連関図を 基にした詳細な 分析は，聴取調査等に よ り得られる他の 情報と合わせ 

て行うべきであ ろう・ 
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